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景暑暮漁九■

騎期の夕な書ん鮮廠 テントを購入し、今

後も8月 T●0麟 J喘碧院けていくそうで九

警
I‐J“甲熟さ々 になっ了いま九

* 石川 明弘

蒲原と蟻 を見返してみるとヽ 私と彼と朝

日と立川が岩をかかえているものがある。これ

R倉
～
端魚1動らた行|う ということで行

ったのだがヽ 全く釣れず、力iそ泳いだ時のもの

である。太陽が出ている時はポヵポカ暖かいの

だバ
｀
雲に隠れると急に寒くなり、潜鶴かい岩

を抱えて温まらているのである。これはたしか

2年の初めの頃だから‐番ヒマな時で、遊びま

くっていたような気がする。

フォルクスワーゲン・サンタナ号が運転され

たのもこの頃で、金石捲こ揚涌温泉などエリア

を広げて遊んな

名古屋ヘカスーを買いに行こうと、蒲原と田

中と新保さんで出掛けた。その帰り、皆疲れて
眠たいのに、蒲原麟 している私を気づかっ

て「俺■緒に起きててやるわ。」と言ってくれ

たのはられしかったがヽ らまらないォチのない

轟がえんえんと続き、倍くらい眠たくなったの

を覚えている。

ウングル部院の中にltaとけっこぅ遊んだ

グループに入る。最近もし今ここに蒲源がいれ

ばこうなっているのかなと考える時がある。だ

いたいこんな感じだろうか―Ъ

田中 いや―お前。ほんまバカポンに似とるれ

石ワll はんま ほんま:      .:
新倉 かわいそうやろう帆     ‐

蒲原 ありがとう新倉。そういってくれるのは

お前だけや。

日中 新倉、お前も少しは思っているやろ汎

新倉 少しれ

蒲原 も二、みんなきらいだ。

*蒲原君について     金井 ―A
l年が終わり、2年の春頃に蒲原君とはまだ

同じパーティーになったことがないのに気付い

た。そのうち同じパーティーになれるだろうと

思っていたが(結局同じパーティーで山に行く

ことはなかっ」L非常に残念に思う:一渡でい

いから■緒に山へ行きたかった。

また、蒲原君とは同じ工学部で同じ学科だっ

た:そのためかt部 (山)での印象より、学校

の方の印象が強く、もし剣の事故が起こってい

なかったら、蒲原君だぅたら、どこの研究室を

選び、卒業後の進路をどのようにしただろうと

時々ヽ今でも思うし      '

*ぼくとカマハラ    新倉 崇之

「おはよう精 t元気?」 ていうのが彼の換

拶だった:その度に (なんだ、このなれなれし

いやつ:た 男でしらかり朝― をЦ しかも

元気?なんて間くのは州国人くらいだぞ)と思

らたものだ:でもなぜか自分も今(真似してい

るが。

そうだ、やつはうちらの同期の中では天然記

念物的なやつだった。どこがヽ というと、彼は

Shyな フングラーではなくAgmSiVeなのだっ

た.特にそう感じたのがうちらが 2年の新 卜咤

最終日の奥三方の林道縣味い らヽの下りの林道で.

彼はずっと1年生の女の子としゃべっている。

=総 レは,人時々ため息をつき、なぜか中島

みゆきを回ずさみながら前へずんずん歩く。よ

くそれだけしゃべれるな、というくらいとうと

ｔ
才

一↓
裂
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うとしゃべっていた。でも撤 の剛 Jな く書

に話かけることが彼の素晴らしいところだった。

だからオレもまずは挨拶から、と真似し始めた

のかもしれない。

このように彼のことを思い出すと、同時に自

分に対する怒りや非力を感じる。彼との楽しか

った思い出だけでなく、そういう感情も忘れて

ための工夫をする、ということを教えてくれた

蒲原 良太郎君とEllれて 2年半余り。これまで

の自分の生活を振り返ってみると、何か蒲原君

に対してすごく申し訳ない様な気がします。折

角いいことを教えてもらったにもかかわらず、

僕はそれを実戦することなく、ただ周囲に流さ

れる様な生活をし、多くの可能性とチャンスを

みすみす逃がしたのではないだろうか、と思い

ます。 .

今ここに学生生活が終わりを告げることにな

りました。これまでのように、自分自身のため

の時間を持つのは、かなり大変になると思いま

す。しかし、それだけに今後与えられた自由な

時間は、最大限自分のために有意義に使わなけ

ればならない、とい・う様にも感じています。同

じ過うは繰り返すまい、そう思います。

春から新たなスタートを切ります。気合を入

れて `

もう既に難 が起きて 2年以上過ぎてしまい

ました。しかし、山に登るたびに、昔の山行の

写真や計画書を見るたびに蒲原君の事をはっき

り思い出す事ができます。剣に登り、あの場所

を通る時はいつでも、心の中で蒲原君に話しか

けます。ワングルで最近あった事ミ 自分が最近

思っている事などを彼に話しかけます。もちろ

ん彼は答えてはくれません。しかし、澄みわた

る空の雲の切れ間から、連なる青い山々の向こ

うから、きっとあの人なつっこい笑顔を見せな

がら、彼はこちらを眺めていることでしょう。

僕は今、彼より2才年上になってしまいまし

た。彼が生きることのできなかったこの時間を

無駄にはしないと彼に誓って、僕は山を下りて

いきます。また来年ヽこの山で会える事を願っ

ています。

* 田中 充

ワンゲル四年間の思い出の半分は、カマハラ

の剣での事故死規

僕はヮングルに入部する前から、友人や家族

と山にはよく登ったし、テント生活も楽しんで

いた。ハイキング程度だが雪山にも何回力ヾ 子っ

ていた。そんな僕がヮングルに入った事ででき

た初体験力,藩闘獅 PWでカヌ■に乗せてもらっ

たことだ。初めてカヌーに乗った時の、なんと

もいえない浮遊感と、ゴムボートにはない自由

さと、カヌーとの一体感はたまらないものがあ

つ れ

このJil下りPwに誘ってくれて、共にこの体

験をしたのがカマハラで、僕らは、この体験と、

一冊の本 (日 本の川を旅する 野田知祐善 に

感化されて、次の春にはカヌーを買うまでにな '

り、事故がなければ2人でTAlllに行くはずだ

った。

カマハラが%もだ魚 カマハラのカメーは今

部室の倉鼠にあり、皆が使える力支―が,艇で

きて、カメー初体験を,した部員が多くできた。

それにカマバラの御家族の方々とも親しくなれ

たし、追歯 hイテで毎年、みんなと顔を会わせる

機会もできた。「だからおまえは、万年正月人

間なんだよ」とヵマハラに言われそうだ力ヽ 思

い出の半分の事故が辛い事:動 りヽでなく、いい

事もあるスノだと思えるようになってきた。

,~

あれから2年半。忽然と僕らの前から消えた

彼について、私は初めて筆をとる。今、思・うと

悲しみよりはなつかしさが漂う。彼と行ったと

ころ、語ったことし
.昔

のことのような、つい最
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近の事のような‐lЪ

彼と、2年生の時、夏L島について、特にパー

ティーについて二人で自分の家で話したことが

あった。考えてみると、彼と互いに深く会話し

たのは初めてだったかもしれない。当時、一部

の2年生の間では、夏山のパーティー分けに強

い関いを抱いていて、私もその‐―Aで、いろん

な人と意見を交わしていて、その流れの一つだ

ったように思う。そこで、蒲原という男を今ま

でより少し深く知った気がした。

具体的に言葉で表現するのは難しいのでうま

く書けない力ヽ 人間やっばり,度深く話し合っ

てみてその人物を知れるのだということが判っ

た。それまでは、たいして考えもない軽そうな

やつと思ってぃたのだ力ヽ た力功シヾ ―ティー分

けだが、それなりに自分の考えを持っていた。

やはり、うまく書けない力ヽ とても印象に残っ

ている事である。

上 豊 寸 籍

私が秋に入部した時、遠巻きにこちらを窺う

硬派な人達を尻目に、よく声をかけてくれたの

が蒲原君でした。あの頃はまだ、なつかしのマ

ッシュルームカットもどきの髪型で、両手を前

にかざすという独特の話し方をしていました。

彼は世にいうく女らしい>という言葉で表現

されるところの、感情表現の素直さや、ロマン

ティストな面を持っている反自、エールを切っ

たり気禁 入れるというような硬派なことを愛

するため、かなり愉快なキャラクターでした。

彼が住んでいたひまわり荘には、山の写真と力、

捨ってきた翻やら、由緒正しき旧轟 やら

あって、タラコご飯か何かを食べさせてもらい

ながら「EI本の夏だな―」と思ったものです。

あのツーリング自転車に乗って、にこにこし

ながら「かしむら―」とやって来る蒲原君ιよ

なかなか愛すべきヤッでした

清水 勇一

あれからもう2年半も経ったのか‐―.でも俺

はおまえのことを忘れてはいない。時 思々い出
-19-

したりもする。

おまえとは同じ寮で部屋も近いということで

伸が良かったなあ。毎日のようにおまえの部屋

に遊びに行って、俺の寮生活の不満を聞いてく

れたりもしたっけ。 2人で石,llの家へ遊びに行

ったり、バイトも―素 にしたリー‐。

そう言えに岳舗ま 一年の時も2年の時も一

緒だった。けス′かしてムカついたりtノ たことも

あったけど、でもソ心の底では俺はおまえのこと

を尊敬していたんだ。人間的に俺よりも一回り

も二回りも上だったのをよく分かっていたから.

おまえが俺に対して最後にしゃべった言葉を

昨日のことのように今でもはっきり覚えている。

2年の夏合宿の帰り、糸篤 H方面へ向かう電車

の同じボックス席に、俺とおまえと柴国が乗っ

ていたっけ。俺が実家へ帰るので松本駅で別れ

る時、おまえは笑顔で「 じゃあな」と言ってく

れた6その言葉を今でもはっきりと、鮮明に覚

えている。

蒲原、短い間だったけれどありがとう。おま

えに会えたことをとても感謝している。これか

らは社会人になれけど、きっとおまえのような、

いや、おまえ以上の立派な人間になってみせる。

いつまでも俺のことを見守っていてくれ ま

た会1で会おうな。

*カ マハラ君の思い出   新道 聡美

私はいろんな所でカマハラ君を思い出す。

その1)ガムテープ

かずみちゃんがガムテープをビリピリと細か

く裂いていたら、カマハラ君は「あ、手もずる

してる」と言っていた。それ以来、私のポキャ

プラリーに<手もずる>が加わった。

その2)花の写真のテレホンカード

カマハラ君ちで電話を借りて、非常識にも長

廠 話していたら、鬼のように怒られた。 (

後でお金を払おうと思っていたけど、ちゃんと)

あんなに思いきり、あんなに正直にカー杯、家

族以外に怒られたのは、初めてだった。少し涙

が出た。花柄のテレホンカードをあげて許して

もらった。



その3)う ちのドナ

私のうちにはくドナンという名前のアヒルが

住んでいる。本名はドナルドタック君という。

彼のびっくリポーズはカマハフ書によく似てて、

かずみちゃんと二人でよく笑った
`

その4)悪女

私は生まれて初めてく悪女>と呼ばれた カ

マハラ君に。

その5)ワ ンデル

私は2年生から部活に混ぜてもらった。みん

なシャイなのか知らんけど、なかなか入りたて

喘赫しく、なにくそと思う日々だった。自山に

兵庫地区金大ワングルOB各位

行って¬緒に夕焼けを見た時も、朝会ってニコ

ニコにおはようと言ってくれた時も、私にとっ

て、カマハラ君はなかなか大好きな人であった。

私日同期のみんなより、一年分、カマハラ君

についての思い出は少なも、 いっばい■緒に笑

ったり、怒ったりして、沢山仲良くなりたかっ

た

人の,生があんまりあっけなくなくてびっく

りする。

どうしようもなくて本当にびっくりする。

おわり。

春鵬漫の金沢では、石川橋の付替工事で開鎖されていた沈床薗が 2年ぶり,こ開放され、

石垣に登る者、素っ裸で走り回る者と、相変わらずのお花見コンパ風景が繰り広げられて

いました。

さて、あの阪神大震災から4月余り。兵庫地区在住の金大ワンゲルOBの皆様事いなが

お過ごしでしょうか?      ■

信じ難い光景をテレビで見る度安否が気づかわれ、また、事務局へも問い合わせが●つ

たり、我が期は全員無事の連絡をいただいたりもしました。:具体的に何のお力にもなれ■

い親陸会の立場ですぐお訊ねを出すのもt被災された芳 に々ご無礼なょうな、郵便手務を

ますます混沌とさせるような気がして、只々 一日でも早い復興を祈らてまいりました。 :

今も何のお力にもなれないことに変わりありません。それでも、あの先輩は?あいつは

?と、直接電話する間柄でもないけれど安否を気づかっているOBが大勢います:せめで :

次号の会報の中で、皆様の消息をお伝えできればと思っております。一応原稿用紙 (部室

の残材の中から確保してきたもの)を同封しましたが、量についての制限はありません。

5月 末締切て送付いただけますようお願いします。    J

:      ｀
｀

秋の「月見の宴」は、このような事態のため中止も考えましたが、何が起こるかつか,

ないご時勢なのだからやれる時にはやっておこうで、実施の方向で動いています。年があ

けてからの大震災、地下鉄サリン、続 く―オウム真理教、円高の話題でますます志m・0かな

たにもなってしまい、返信もおぼうがない状態になぅてしまいましたが、今のところ40醒

の参加希望が届いています。次国会報中に、正式日程と、正式申し込みを入れます6も し

ご都合がつくようでしたら、参加を心からお持ちし便宣を計らせていただきたく思ってお

ります。         「

まだま■余裕もなくtお疲れのこととも存じますが、一言なリキもご返信|)ただけます

よう重ねてお願い申し上げます。 -20-


